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家 兎膵臓 の蛋 白分解酵 素作 用の研 究(第 一報)

  家兎膵臓 及び小腸粘膜潰浸液の蛋 白分解酵素作用の研究

                 醫 學士 市 岡 冬 太 郎

 消 化 管 系 統 臓 器 の蛋 白 分 解 酵 素 作 用 の 研 究 は,最 近 長 足 の 進 歩 を 見 る に 至 つ た が(1),其 試 料

は 主 と して 牛,豚 叉 犬 に關 す る もの で あ る,著 者 は比 較 研 究 の 目的 と,欝 畢 上 試 験 動物 と して最

も多 く使 用 され る家 兎 の 濡 化 系臓 器,殊 に膵 臓 に關 す る蛋 白 分 解 酵 素 作 用 の 研 究 に從 事 しす二・

 本 報 告 は その 一 部 に して,家 兎 膝潰 浸 液 叉小 腸 粘 膜 潰 浸 液 の 蛋 白 叉 合 成Dipeptide或 は

Acylpeptideに 封 す る態 度 を観 察 した 成 績 で あ る.之 は一 面 に は 各 種 動 物 膵 叉 小 腸 粘 膜 の蛋 白

分 解 酵 素 作 用 の 比 較 資 料 とな し,他 面 に は,今 後研 究 せ む とす る膵 液 作 用 との異 同 比 較 研 究 の

基礎 とな す爲 め で あ る.尚Vonk氏(L))のPankreatinに 依 るFibrin, Rindfleisch叉Hecht・

fieischの 清 化 作 用 が,膿 汁 添 加(1/20量)に 依 り,増 張 され,而 もPH・6.2の 弱 酸 性 を その 至

適 酸 度 とす る と云 ふ報 告 を参 考 と して,小 腸 粘 膜潰 浸 液 に就 い て,か 、 る潰 化 酵 素 に 及 ぼ す謄

汁 の 影響 如 何 の 問 題 を も検 討 す る 目的 で實 験 い こ成 績 を も報 告 致 します.

 研 究結 果 は,腿 潰 浸 液 は弱 濾 反鷹(PH 7.0-8.0)に てGelatine叉Caseinを 分 解 し,該 分

解 能 はKinase粉 叉Kinase液 を添 加 す る も,特 に堆 彊 しな い ・Ep潰 浸 液 中 のTrypsin作 用

は全 賦 活 の 状 態 の もの と考 へ ら る・ 第 二 報 に報 告 す る膣 液 自腿 に は 該 作 用 陰 性 な る爲 め,潰 浸

液 調 製 過 程 に於 い て 賦 活 され し もの な る可 し.(表D

 腿 潰 浸 液 は既 にDiglycin分 解 能 を示 す. Kinase粉 添 加 潰 浸 液 はDiglycin叉Leucylglycin

を著 明 に分 解 す.表 に 依 り潰 浸液 のDipeptidase作 用 は 甚 だ 張 力 の もの と も考 へ られ す,叉

Kinase粉 自禮 のErepsin作 用 の残 存 保 有 は否 定 出 來 ざ る も,決 し て強 力 な る もの に 非 す,然

る に爾 者 混 合 液 は比 較 的 強 力 な るDipeptidase作 用 を嚢 揮 せ る観 が あ る(表1).

 之 は 雨 者 混 液 の 結 果 か ら由 來 す る何 等 か 特 殊作 用 の獲 現 に依 る もの か も知 れ な い が,判 定 に

は 爾研 究 を要 す.

 腿 潰 侵 液 は 尚dl-Leucy1-glycyl-phenylalanin(β)を も分 解 陽 性 な り.潰 浸 液 にb・ sるDip'ep-

tidase叉Polypeptidase作 用 の あ る事 が瞳 液 本來 の 作 用 な りや 否 や は 疑 は し く,之 恐 ら く組 織

Peptidase作 朋 に 依 る もの と考 ふ.(表1)(第 二 報参 照)

 Benzoylglycin 3ζ Benzoyldiglycinは 潰 浸 液 の賦 活 如何 に關 せ す 常 に陰 性 で あ る.Chloracetyl・

1・tyrosin叉Benzoy1-d1-1eucy1-glycinは 何 れ も賦 活 潰 浸 液 に て分 解 陽 性 で あ る.(表1)

                   (67)
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            第1表 家兎潰浸液の蛋白分解酵素作用

            (4ccm浩 化液,酸 値培加・ccm n/10 N・OH,
            (2ccm消 化液, NH2-N j曾加, mg NH2.N)

                              PH
  基    質   酵 素 液  時間  6.0  7.0  7.5  8.0  8.5  9.0
                  5     0.67    0.67    -     O.60     -      一

          膵 潰 浸 液24 0・90 0・97 - 0・80 - - 

Case玉n                       72    1・20   1・21   -     1・04    -   _二 二_

 (1%)  同。 上,1鵬 鴇 二 朧 = =
          Klnase液 貝武si舌   72    1.27    1.33    _     1,26    _     _

                  5    0.16   0.32   -    0.32    -     一

          膵  ミ貴  幸… 液   24    0・40    0・56    -     0・50    -      - 
Gelatine                72   0・51  0・78  -   0・63   -    一

  (1%)   圃  上,1 騰 8:考 : 躍 = =
          Kinase液 賦?舌   72     0.51    0.76    _      0.63     _      _

          膵 潰 浸 液1窪= = 躍8:1?= 8.。2
D'g!ycin  同

. よ,19:918.。8= 8二198:1ξ9:91
          Klnase粉 賦 活   72    0,06    0.!9    _     0.65    0.84    0.97

・1-L・u・yl-・ly・・n臨 麟ll-lll l;ll≡liil lill l;1;

 di-Leucylglycyレ  同      上  24  -   -   U・Uフ9(mg N H2-N)    - 
d1-phenylalanin`β)Kinase液 賦 活 48  -  -  0・063        一

                  う   一〇.02     0.02    U       O       _      O.Ol

          膵 潰 浸 液24-0・OZ O O  O・Ol - O・Ol                  72  
-0.02  0    0    0.01   -    0.03

 Benz・・y191・℃・n   Kra、nase粉賦書 ;i4  §  ・§  §   §   ≡  §

          同 上,2.&。1.8.。2二 8.。1= 二
          Kinase液 賦 活 72  0,01 _O.02 _  0   -  -

                  5     0.09    0       -     0.02     -     U.Q3

          膵 潰 浸 液 24  0   0   -   0   -   0.03                  72     0      0       -     0       --     0.03

・・n・・yld・、1,… 同. 上 、1=1:818:8器8 8二81.= 8:81
          Km・ ・e粉 賦 活72_0.05 0.02 0  e.07 _ O.03

          同 上240・010・020・060・03--U・02          
Kina・e液 賦 活144 0  0・02 0  0  - ⊥

 Benzoyi-dl-leucy亘 噂  H攣  潰  ミ蔓  液   24    -     -     O・057 Cmg NH2-N♪      - 
glycin     Kinase液 賦 活 72  -  -  0.100        _

謙 轡 艶。蕪 義 蕪13==8:i`,1 〈mg "H・'N[=

 内 野(3)は 豚 藤潰 浸 液 中 に賦 活 性Benzoyldiglycin叉Phtalyldiglycin分 解 作 用 を獲 見 して居

るが,EWaldschm量dt-Leitz(4)1ま 同様 膵浸 出 液 申 に賦 活 性Chloracety1-1-tyrosin叉Phtalyl-

diglycin分 解 酵 素 を認 めCarboxypolypeptidaseと 稻 して 居 る・

 家 兎 膵 潰 浸 液 に就 い て はBenzoyldiglycin分 解 陰 性 で あ る・ 本 研 究 は 腿 液 に就 い て詳 細 に槻

察 した い,

 小 腸 粘 膜 潰 浸 液 もGelatineを 分解 し(PH 7.O-8.0),叉Diglycin(PH 7・0-75)叉dl-Leu-

cylglycin(PH 6,0-7.0)を 分 解 す る. d1-Leucylglycinは 既 に 内 野 等 〔5)が報 告 せ る如 く弱 酸 性

反 慮 に て よ く分 解 能 を 磯 現 せ る黒占に注 意 した い.(表2)
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          第2表 家兎小腸粘膜潰浸液の蛋白分解酵素作用

            (4ccm消 牝液の酸値増加, ccm n/10 NaOH)

    ・
   
   
   
   
   
   
   
   
   

 小腸粘膜潰浸液 に依 る Gelatine父Diglycin分 解作用に及ぼす膿汁添加の影響を襯察 し†こ

るに,緬 べて膿汁濃度上昇 とともに寧ろ著明なる阻[ヒ作用を認 むるも,促 進的影響は著明 なら

す,・H7・ ・-8・・,膿 膿 喝 の ロ式駄 僅 ・ その観 あ ・程 度 に過 ざrs・・,・・つ1・・(表 ・,表4)

                               材料を異にするものな

           第 3表      れど,V。nk… 氏の如 き

家兎小腸粘膜潰浸液のGelatine分 解作用に及ぼす膿汁の影響   碇進的影響或は作用至適

     (4ccm浩 化 液 の 酸 値 増 加, ccm n110 NaOH)

                  出      酸度の移動等は観察出來型 些 開

一一劉 灘 ・・ 657・8・_9.=U-一 なかつナ、.
       O     OO7   012   024   027   U15

  3 1鰐 181朧 朧 蟷811 實 験 部       

1・k8 80281訓81198{18iS 1)膵潰浸液及び,」、腸

       繭 lll講811親 溜 粘膜潰浸液 家兎膵臓を
  8        1/50      023    039    090    091    085       

1/20  0.12 052 059 058 055  周 圏 組 織 よ り分 離 し よ く
       1/io      OOI    O44    041    047    045m"t 一"一 一一

〇   〇87 207『 一薇 「-2-5「 24uT 磨 潰 し,三 倍 容 量 グ リセ

       i!iOO   O68  216  219  244  241  
24   1150  097 152 250 262 229  !Jン(4水6グ リセ リン)

       習120       055     170     176     180     167       
1!10  066 1・84 165 174 1・69  をカ1!へ更 に よ く磨 潰 し7:

る もの に トル オ ール 上 贋           第  4  表

して 氷 室 に 貯 ふ ・     家 兎小 腸 粘 膜 潰 浸 液 のDiglycin分 解 作 用 に及 ぼ す膿 汁 の 影 響

                 (4ccm消 化液 の酸 疽増加, ccm nl10 NaOH) 家 兎 小 腸 を開 き
,粘 膜

                              yH

を掻取b,三 倍容量グ リ  消 化時 間 膿 汁濃 度  6.U  6.5  70  80  90

                    0      0.11    -     100    119   055
セリン(同上)を加へ 磨 3 催 8 8:19818111艀

潰 した もの を,ト ル オ ー  . 一__  1!10  0  0  010 02g  O20
                    0       0.30     -      156    139    072 '

・吐 即 許に氷 室 に貯 8 Yf12000 8'05騰 騰 携 講

                   1/10      0      0.05    029    059    087ふ
'                                -      O        O.67     -      163     146     1U9

2)基 質溶液 蛋白は1 24 1,甥 8'231:21111111111
                   1/10      0       0.20    074    104    077

%溶 液 に,合 成Peptide
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は1/20Mol溶 液 とな す.何 れ もCitrat叉Phosphatpufferに て適 宜 水 素 イオ ン濃 度 溶 液 に調

節 す.Acylpeptideの 水 難 溶 の もの はn-NaOH溶 液 を計 算 量 滴 加 し,ア ル カ リ燈 とせ る もの

・を用 ふ .

 3)賦 活 法,膣 潰 浸 液 原 液10 ccmに 就 き0.05-O.1 9 Kinase粉 又 等 量Kinase液 を加 へ 室

温(20。)三 十 分 放 置 す ・

 Kinase粉 は家 兎小 腸 粘 膜 粥 を三 回 三 倍 容 量Acetonに て虚 理 し, Aceton-Aether等 量混 液

に て一 回 洗糠 し,最 後 に一 回Aetherに て洗 源 し,扇 風 器 に てAetherを 除 去 し,室 眞 乾 燥 器

中 に乾 燥 す.Kinase液 は59小 腸粘 膜 乾 燥 粉 末 に250 ccm O.04 n-NH3を 加 へ30。,30分 浸

出 し,そ の 濾液 を眞 室 蒸 溜 してNH,を 去 り,200 ccmと な しn一 酷 酸 を滴 加 し生 じ た る沈 澱

を 濾 別 し,濾 液 に1%Sublimat溶 液 を加 へ沈 澱 の 生 ぜ ざ る に至 り,そ の 濾 過 よ りsH2に てHg

を 除 去 し,SH2過 剰 を通 風 に て 去 り,全 容 量200ccmと す,是Waldschmidt-Leitz-Shinoda(6)

法 に 依 る.本 液 はKinase作 用 あ る も, Esepsin作 用 は 殆 ど無 し・

 4)試 験 法,清 化 液20ccmに 劉 し,醇 素 液2-4 ccmを 加 ヘ トル オ ール 上 居 の許 に37。 に 消

化 せ しむ.一 定 時 消 化 後 清 化 液4ccmに 就 きFormoltitrationに て 酸 値 測 定 し,叉2ccmに

就 きVan Slyke法 に てNH2-Nを 定 量 す.試 験 直 後 値及 び酵 素 液 の み の 定 量 値 を封 照 値 と し

て 引 去 りt二る,増 加 酸 値(ccm NaOH)叉 増 力ll NH,・-N値(mg N)を,分 解 値 と して表 に掲

ぐ.

 5)膿 汁 添 加 試験.清 化 液 の1/10,1/20,1/50,lflOO容 量 の 家 兎膿 汁 を,そ れ に 加 へ,上 記 條

件 の許 に 漕 化 せ しめ,増 加 酸 値 を 掲 ぐ,

  総     括

 1)家 兎膵 潰 浸 液 は,全 賦 活 歌 態 にあ るTrypsin作 用 を有 す(PH 7,0-8,0),恐 ら く潰 浸 操 作

に依 り賦 活 され し もの と考 へ らる.

 2)同 上 液 に はDipeptidase及 びAminopolypeptidase作 用(PH 7.0-8.0)を 有 す.之 は恐 ら

く組 織Peptidaseに 由 來 す る もの な る可 し.

 3)同 上 液 にBenzoylglycinの 分 解 能 を認 め す, Histozym作 用無 し・ 尚Benzoyldiglyc{nも

賦 活 叉非 賦 活 に 關 係 な く分 解 陰 性 な り・

 4)Chloracety1-1-tyrosin及 びBenzoyl-dl-leucy191ycinは 賦 活 膵 潰 浸 液 に 分 解 さ る.

.5)家 兎 小 腸 粘 膜 潰 浸 液 中 に はGelatine分 解 陽 性(PH 7.0-8.0)5(. Diglycin(PH 7.0-7・5)

及 びdl-Leucylglycin(6・O-7・0)分 解 著 明 な り. Ep Trypsin作 用 及 びErepsin作 用 を認 む ・

 6)上 記 爾 作 用 に 封 し,膿 汁 の影 響 を槻 察 す るに,寧 ろ量 的 に 阻 止作 用 を認 め,促 進 的 影 響 は

明 か な らす.

                             (第6回 京都講演 會 に於 て登表)
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